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川崎病拡脚舶戯曲聴　　く旦竺竺／

1967年　川崎富作医師により報告された（急性熱性皮盾粘膜リンパ節症候群）。《1961年からの50症例を報告した。》

〔主要症状〕

3．口唇の紅潮、いちご舌、口陛咽頭粘膜のびまん性発赤

4．不定形発疹　　　　　　　　W＿＿＿＿㌦－′㌦ノ

…：冨芸芸這芸芸完讐慧慧よ性浮蓑研ぎ諒、〕リン深、しは
〔　薄紅　　〕先端の紅乱回復期の指先からの療様落層

以上、6つの主要症状のうち5つ以上、もしくは4つの症状と 冠動脈癖

川崎病の80％は冠動脈に変化なし

1

20％に変化あり　《治療法が確立される前は40％》

J

10％に冠動脈障害を残す

の確認。

血碁馳臥診療後陣動くおころ

年齢分布は1歳前後にピークがあり、4歳以下が80～85％を占める。

致命率は約0．1％．（わ廿日乳頭耳＿（⊥0、Or笹フ

1999年　7，047名

2000年　8，267名
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〔治療】′

ァスピリンー′穐炎症舟J

ガンマグロブリン治療
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スーパー抗原産生菌の検出

SPEA、SpEC　　　　　　　　　なし

TSST・1　　　　　　　　　　10～50％

スーパー抗原一般　　　　40～60％

ウくルト守ギ／勿l孫lニ掛次子新生児TSS様発疹症

TSSTl gO％
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